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は じ め に
※

ホクテガイに寄生するフクロムシ (Sacculina sp.) は最初に山本が陸奥湾産のホクテガイにその

寄生を発見 し､これが節足動物門､甲殻綱､蔓脚亜綱､根頭目､ふ くろむし科に属するものであること

を明らかにしている｡ その後もフクロムシの寄生に気付いている人もあったが､その数量がごく少をい

為特に問題にされることは浸か った｡ところが昭和 46年 9月末､むつ市浜奥内地先で採捕されたホク

テガイに異常に高密変のフォロムシが寄生し (写真参照)､食品としてのホクテガイに不快感を与える

とともに､ホクテガイの成長､歩留 .りに悪影響をかよぼしているらしいとのことで問題 と浸った.そ こ

でと_bあえず陸奥湾におけるフクロムシの寄生状況とホクテガイ-の影響調査を実施 した｡

調李に協力していただいた各漁業協同組合､お よび材料の採集と測定に協力をいただいた佐々木､苫

米地､杉沢水産業改良普及員各位に厚 く感謝する.

調 査 方 法

調査月日;昭和46年 10月 25

日､12月 14日

調査地点 ;陸奥湾内15地点

(第1表､第 1図参照)

調査項目

oフクロムシ ;個体数と大きさ

大きさは長径をノギスで計測

したo

oホクテガイ ;穀長 (S.L,.)

軟体部重量 (S.B.W .)

月柱重量 (A .M .W .)

穀重量 (S.W .)

oポリドラの穿孔による被害変 ;

ホクテガイの穀の観察から

｢浸し｣ ｢′｣＼｣ ｢大｣の 3つ

に区分した○

※ 山本護太郎 東京大学海洋研究所教授

川

第1図 調 査 地 点
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第 1表 フクロムシの寄生数とホクテガイの測定値

｢ 調 査月 日 組合名 .地先名 調査点番号 水深(m) 対 象 月 の区 分 調 査.個体数(個) 平 均寄生数(個) 寄生率(%) S.

L.(cnl)45年産負 10.3(I 川内町 長 浜 1 12 地 ま き

50 0.97 40 7.9ll.12 むつ市 角 達 2

15 自 然 50 0.28 10 a.5ll.3(ー 〝 浜奥内 3 20 ∫ 50 1.1 50

7.8〟 〝 ∫ 3 18 垂 下 養 殖 28 0.20 1

7 9.0ll.17 横浜町 鶏沢川 4 16 地 ま き

50 0.20 6.7 7.4ll.12 野辺地町

8 ､15 〟 50 0.04 4.0 6.9ll.3 〝 明前

7 19 〟 50 0.55 45 10.510.29 平内町 ′J､ 湊 10 17.5 地 ま き 50 0.17

15 6.9〟 〝 ′j＼ 湊 9 - 垂 下 養 殖 50

0_07 6.7 7.212.14 〝 茂 浦 ll 41 地 せ き 1PO 0.05 5.0 6.8

ll.4 〟 -､土 屋 12 16 〟 50 0.07

6.7 7.1ll.24 青森市 奥 内 13 15

地 ま き 50 0 0 7.110.25 〝 〝 〟 14.5 〟 50 0 0 6.6

〟 〝 〝 〟 ■■lllllll■ 垂 下 養 殖 50 0 0

8.0ll.22 平館村 船 岡 15 -■

〟 50 0 0 8.544年秦負43年産 月42年 10.3∩

川内町 長 浜 1 12 地まき 50 2.5 75

10.2～〟 むつ市 浜奥内 3 14 〟〟 (北海道)※ 15 5.8 7.7 10.6∫ 〝 〝 3 14 15 59.

5 10口 9.0ll.17 横浜町 盲 目木 6 14

.5 〟〝 批 海道)※ 17 17.5 71 10.0〟 〝 三保川 5 25 ll 20.4 91 8.7.

ll.3 野辺地町 明前 7 18 〟 12 0.9

2 55 ll.410.29 平内町 .′J､ 湊 ln 17.5 地まき 24

17.2 100 8.8〟 〝 〝 〟 〟 〟 (北海

道)※ 10 21.0 100 9.4〟 〝 〝 〟
〟 〟 (北海道)※ 20 27..0 100 9.5

ll.4 〝 土 屋 12 10 〟〟 (北海道)※ 50 0.27 25 8.512.10 蓬田村 1

4 -■ 2 60 100 9.1ll.1∩ 平館村 今 津 15 ■■■■■垂下 (北海道)※ 50 0.ロ5 5.5 ll.5
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Ⅱ フクロムシの寄生による影響

フクロムシの寄生がホクテガイにかよぼ している影響を検討する為､

S.B.W.
S.W.

S.B.W

S.B.W
S.L3. × 1,nn()､

× 100の値を求めその平均値を第 1表に示 した｡また寄生数の多い44年産月につ

レ､ては､前記2つの値お よび穀長とフクロムシの寄生数の関係を第 3図に示 した｡図甲に示 した相

関係数の計算にはポ リドラの穿孔による被害の大きいイ国体 (×印)は除外 した｡ また危険率 1%と

10% で有意 と認められるものについては､最′J＼二乗法で求めた直線を書き入れた｡第 3図にみ ら

れるように､フクロムシの寄生による影響は軟体部に現われ､寄生数 と聖 謹 上×1, 0 0 0 と

S.W ×100の問に負の相関関係があることが認められた｡特に′J､湊の地元月､北海道月

に顕著で､このことにフクロムシの大きさと関係があると思われる (第2図参照)｡ 寄生数 と穀長

の関係をみると､′J＼湊の地元月には頼長の′｣＼さい個体に寄生数が多い傾向が見られたが､その他の

地先の月にははっきりした関係は見 られをかった｡

こ こで注意すべきことば､フクロムシの寄生以外にも影響をか よぼ してV'る要因がなかったかとい

うことである○その 1つ としてポリドラの穿孔の影響が考え られる｡第 3図に示 した相関係数の計

算には穿孔の被害が ｢′｣＼｣のものを含めて計算 したが､過去の調査結果に よるとこの程 匿の被害で

はホクテガイの成長や歩留 り倒まとんど影響の柔いことが解 っているので､第 3図に示 した結果の
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中忙旺穿孔1匹正る影響虻含まれて

恥夜恥と思われる①その他め要因

として赤タテガイの太巻巷旺正っ

て X1,m⑳恥､
a_fLW●"__瓜̂ 瓜S_fLW_
a_1九 一一~"VYVl a_W_

x1⑳⑳臓 井走る値をとるよ

う夜こと虻夜雌 とqQSLうことも同

席旺走るかも虹軌/夜伽 そこ~℡ブ

タpムツの散 とボ砂肝ラの穿孔

の表qdSLホタテガイ旺つ岬 穀長

第 2表 S_i.-
a_B_W_
a_甘_x1.,脚 h ) と

S･W･-3宗野 ･x - (B)棚

個l体 裁 A

B小 湊 45年 産 且 28 - 01.1I&

一 皿_2q)丑 屋 45年.東 風 28 - A.

45 - A.119丑 屋 44年 産 児 21 - cL耶

P ♯ 瓜.25a_8_W_xL⑳⑬伊､殺重量

と港_B.W.xl⑳⑳の何の棚 数を知 友ところ第 2兼好示qJ

走値を軌 こ徽 蔵述の 2つの同虻㈱ 離虻瓢 航 殻長と麓重臣

申達雌 止る触 雛 きるものと肋 れるO脚 抵無から考えて_ブタpムツ蜘 多く葱ると赤タテガイの故鮮部

の歩留_妙が低~『する

と僻 地 の考 等柳 44年産のホタテガイ_砺旺:他海道且虻多数のフタpム

ツの寄生縄 児虐地 こと虻狂脚虻億することでああ 表ぜこの鞍旺のみ聴旺多く発生ル友のか_ま走

表ぜ勝 義見好多かっ走砂 ､その鹿田脚 吋で虻今のところこ加紺 っき.砂零せる糸田虻つ紳 伽 を

断わ これを明ら紺 する為肝虻ブタpムツ噸 史を切らか肋ごするこ と欄 と夜るものと考えられ_引隙 き鳳雛 わ走って脚




